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	応用
	抗原情報
	背景
	セリン/スレオニンタンパク質キナーゼは、セリン残基とスレオニン残基の両方に作用し、ストレス刺激およびカスパーゼ活性化に応答してアポトーシスを促進します。酸化ストレス時にJNK1-JNK2（MAPK8およびMAPK9）、p38（MAPK11、MAPK12、MAPK13、およびMAPK14）のリン酸化を調節することにより、酸化ストレス誘発性細胞死を媒介します。AIFM1およびENDOGの核移行、ならびにENDOGに関連するDNase活性を調節することにより、スタウロスポリン誘導性カスパーゼ非依存性アポトーシス経路において役割を果たします。STK38Lの「Thr-442」をリン酸化して、そのキナーゼ活性を刺激します。 STK26と連携して、RHO活性化に伴う極性細胞遊走におけるゴルジ体再配向を負に制御する（PubMed:27807006）。また、PTPN12活性およびPXNリン酸化を変化させながら細胞遊走を制御する。PTPN12をリン酸化してその活性を阻害し、PTPN12を介してPXNリン酸化を制御する可能性がある。視神経および橈骨神経における軸索再生の重要な制御因子として作用する可能性がある。
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	MST3 抗体を使用した HeLa 溶解物中の MST3 のウエスタン ブロット分析。

